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中部事務所入口の「会員募集ポスター」

普及啓発促進ポスター

北部事務所入口の「のぼり旗」

全国シルバー人材センター
マスコットキャラクター
「チエブクロー」
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（１）

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎

年
10
月
を「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普

及
啓
発
促
進
月
間
」と
定
め
、全
国
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
を
中
心
と
し
て「
普
及

啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

以
下
の
内
容
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
主
な
普
及
啓
発
活
動

　
・
関
係
施
設
等
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置

　
・
老
人
福
祉
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
チ

ラ
シ
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
架

　
・
川
崎
市
高
齢
者
特
別
乗
車
証
明
書
発
送
時

の
チ
ラ
シ
同
封

　
・「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
」
へ
の
広
告
掲
載

　
・
中
部
事
務
所
入
口
に
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示

　
・
北
部
事
務
所
入
口
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置

　
・
事
務
所
内
に
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示

　
※
毎
年
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
参
加
し
て
き
た
区

民
祭
、
統
一
美
化
活
動
（
９
月
）
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響

に
よ
り
開
催
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新型コロナウイルスワクチンの
接種と感染予防について

（４）

令和3年1月号表紙作品令和2年1月号表紙作品

※厚生労働省HPから一部掲載

新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
４
年
１
月
発
行
の
「
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
第
85
号

（
新
年
号
）」
の
表
紙
写
真
及
び
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
掲

載
す
る
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
に
載
せ
る
作
品
（
会
員
さ

ん
が
撮
ら
れ
た
写
真
や
描
か
れ
た
絵
）
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
　①
氏
名
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号

　
④
L
判
又
は
２
L
判
に
印
刷
し
た
作
品

※
作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
（
コ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
１
０
０

文
字
以
内
で
）
を
添
え
て
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。

●
送
り
先  

〒
２
１
０
―

０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
） 

川
崎
市
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課
内

会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

●
応
募
締
切

　令
和
３
年
12
月
10
日（
金
）

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、事
務

局
で
選
考
の
う
え
、「
表
紙
」

ま
た
は「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月25日 ㈭

12月27日 ㈪

1月25日 ㈫

10月分から12月分の配分金支払日
は次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

　令和３年10月４日現在、新型コロナウィルス感染症ワクチン接種の状況は、全国の対象者のうち64
％が２回の接種を完了しており、60歳以上については２回接種が88％を超えています。
　川崎市においても60歳以上の対象者のうち、87％が２回目のワクチン接種を受けています。未だワ
クチン接種がお済みでない方で、今後、ワクチン接種を希望される方は、下記へお問い合わせください。

　川崎市発表の新規感染者数は、過去最高を
記録した令和３年８月20日の806人以降、減
少傾向にありますが、感染の第６波の発生も
懸念されているところです。
　ワクチン接種における発症予防効果は100
％ではありませんので、引き続き、「３つの密」
の回避、マスクの着用、石けんによる手洗い
や手指消毒用アルコールによる消毒の励行な
どをお願いします。
　また、コロナワクチンとそれ以外のワクチ
ンは、原則として、同時に接種ができないの
で、インフルエンザ等の別なワクチンの接種
を検討されている方は、事前に医師等と相談
をしてください。
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◇令和３年度　４月～９月分　事故発生状況

〇高齢者にとって危険な転倒
　家の中や家の周りで、つまずいたり滑ったりして転びそうになったことはありませんか。年を重ねるにつれて転びやすくなり、骨折
などのけがをしやすくなります。特に65歳以上の高齢者は要注意です。
　高齢者にとって、転倒・転落は骨折や頭部外傷等の大けがにつながりやすく、たとえ、骨折等の症状が軽くても、若いときに比べる
と回復に時間がかかります。さらに、転倒による不安によって、活動性が低下する恐れがあり、これによりさらなる事故を招くという
悪循環につながっていきます。
　また、薬を飲んでいる方は、薬の作用・副作用によって、立ちくらみやふらつく症状が出るなどして転倒しやすい状態になっている
場合がありますので、定期的に薬の種類と量を、主治医と薬剤師に相談しましょう。
　さらに、長引くコロナ禍のために、自宅で閉じこもりがちになると、日常的な身体活動が減少して、運動機能や感覚機能が弱まり、
その結果、転倒のリスクが高まります。転倒を防ぐには、日頃から可能な限り体を動かし、身体機能の維持に努めましょう。
〇賠償事故の発生について　
　4月から9月までの賠償事故が2件ありました。いつもの事なので「大丈夫だろう」と過信は禁物です。また、草刈り機等を使用する際は、
草の中に隠れた電気等の配線の有無や、飛散する可能性のある小石等がないか周辺の安全を十分に確認すること、飛び石防止ネットを
使用し安全対策を行うなど、細心の注意を払って作業を行ってください。

事 　 故 　 状 　 況事務所種類 性別 年齢№ 仕事の内容事故発生日区分

（２）

巡回中、狭い歩道で歩行者とすれ違う際につまずき、バランスを崩し転倒し、
顔面を強打した。鼻から出血し、立ち上がることができなくなり、その様子を
見ていた通行人が消防と警察へ通報した。その後、病院へ救急搬送され、右目
の下から鼻付近を5針縫合し、全治1週間程度と診断を受けた。入院にはなら
ず治療後に帰宅した。
外回り階段を清掃作業中に、両手に箒と塵取りを持ちながら、階段を登ろうと
右足を踏み出し体重をかけたところ、右足から音がして、その場で動けなくな
った。痛みも強く、歩行も困難となったことから就業を中断し、かかりつけの
病院にて診てもらったところ、右足アキレス腱断裂と診断された。
植木の手入れのために上っていた脚立を降りる際、一番下の段から足を踏み
外して落下し尻もちをついた。そのまま自立歩行できたため、就業後に近所
の整形外科を受診して帰宅したが、数日後、全く動けない程の痛みとなり、救
急車を呼び病院へ搬送され、診察の結果、背骨圧迫骨折で全治3か月と診断さ
れ入院となった。
就業現場の治療室で片づけをしていた際、足を滑らせ、とっさに近くにあった
椅子につかまったが椅子がキャスター付きのものであったため、体勢を維持
することができず、転倒し尻もちをついた。自力で帰宅したが、徐々に腰の痛
みがひどくなっていった。その後さらに痛みがひどくなり救急搬送された。
MRI検査の結果「第二腰椎破裂骨折」と診断され入院となった。
就業後、徒歩にて帰宅途中に電車に乗るため駅のエスカレーターに乗りホーム
へ向かい、降りようとした際につまずき転倒した。右脚全体に激痛があり動け
ない状態だったため救急搬送となり、右大腿骨骨折と診断され入院となった。
草刈（機械）作業中に誤って草刈機で小石を飛ばし、敷地の駐車場に止めてあ
った車両の後部窓を破損させた。
レジ横に設置してある買い物カゴの除菌機で除菌するため、集めたカゴを移
動させている途中、除菌機付近にいたお客様に後ろから声を掛けて通り抜け
ようとしたところ、振り返ったお客様の右肘にカゴが当たり負傷させた。
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自転車等
放置防止対策

屋外清掃作業

屋外清掃作業

軽作業
（受付、準備
など）

受付事務

除草作業

カゴ・カート
整理業務

5月1日

5月26日

6月24日

7月9日

6月26日

8月3日

8月16日

※傷害　：　南部　１件　　中部　１件　　北部　３件　　計　５件　　　損害賠償　：　南部　１件　　北部　１件　　計　２件

　前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
安
全
就
業
標
語
」
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
、
髙
橋 
國
雄 

会
員
（
北
部
事
務
所
）
を

お
迎
え
し
て
表
彰
状
の
授
与
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　ま
た
、
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
と
し
て
、
安
全
就
業
標

語
の
掲
示
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
髙
橋
会
員
の
こ
と
ば

　「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
自
分
の
標
語
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
標
語
は
、
自
分
が
現
役
時
代
に
安
全
衛
生
に
携
わ
っ

て
い
た
経
験
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の

安
全
就
業
、
事
故
防
止
に
役
立
て
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。」

◎「
安
全
就
業
標
語
」最
優
秀
賞
表
彰
式

髙橋 國雄 会員 (右）

　

除草説明会の様子（南部事務所）

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（３）

人 事 異 動

【異　動】（令和3年10月1日付け）

〇南部事務所主任 岸　 英樹
　（前職：北部事務所主任）

〇中部事務所主任 松橋 　優
　（前職：経営課主任〔事業担当〕）

〇北部事務所 衛藤 健佑
　（前職：中部事務所）

〇経営課〔事業担当〕 長尾 理成
　（前職：南部事務所）

配
分
金
振
込
口
座
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
へ

緊
急
連
絡
先
の
確
認
に
つ
い
て（
お
願
い
）

　
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
お

り
、
配
分
金
の
振
込
に
つ
い
て
は
、
川
崎
信
用
金
庫

と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
２
行
の
取
り
扱
い
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
振
込
手
数
料
が
無
料
で
し
た
が
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
、
令
和
４
年
４
月
振
込
分
か
ら
有
料
（
１
回

の
振
込
に
つ
き
66
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
４
年
４
月
以
降
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
こ
の
振
込

手
数
料
を
差
し
引
い
た
額
を
お
振
り
込
み
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
の
程
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。な
お
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

ら
川
崎
信
用
金
庫
へ
口
座
を
変
更
し
た
い
な
ど
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
担
当
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
担
当
事
務
所
ま
で

○
南
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
０

○
中
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
８
２
２
―
５
０
３
１

○
北
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

●
除
草
作
業
説
明
会
の
開
催

　
除
草
作
業
に
就
く
こ
と
を
希
望
す
る
会
員
を
対
象
と
し

た
除
草
作
業
説
明
会
を
８
月
に
各
事
務
所
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
説
明
会
は
各
事
務
所
と
も
座
学
形
式
で
行
い
、
担
当
職

員
か
ら
班
体
制
で
実
施
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
で
の
除
草
作

業
の
現
状
や
、
受
注
か
ら
作
業
完
了
ま
で
の
流
れ
、
作
業

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
、
安
全
・
適
性
就
業
等
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
作
業
方
法
の
確
認
や
、
就
業
依
頼

書
・
見
積
書
・
就
業
報
告
書
等
、
各
種
書
類
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
会
員
は
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
で

除
草
班
へ
加
入
し
、
先
輩
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、現
場
で
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
除
草
班
に
よ
る
除
草
作
業
は
、
未
だ
に
就
業
会
員
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
草
作
業
を
希
望
す
る
方
が
入

会
し
た
場
合
に
は
、
随
時
除
草
説
明
会
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
と

共
催
で
、
除
草
作
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
基
礎
を
学

ぶ
た
め
の
除
草
講
習
会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

除
草
説
明
会
開
催
状
況

　
北
部
事
務
所
　
令
和
３
年
８
月
19
日

　
中
部
事
務
所
　
令
和
３
年
８
月
23
日

　
南
部
事
務
所
　
令
和
３
年
８
月
31
日

　
会
員
の
方
が
就
業
中
に
け
が
を
さ
れ
て
ご
家
族
等

に
連
絡
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
や
、
就
業
時
間

に
な
っ
て
も
就
業
先
に
来
ら
れ
て
お
ら
ず
、
会
員
ご

本
人
と
も
連
絡
が
と
れ
な
い
な
ど
緊
急
の
場
合
に
、

入
会
申
込
時
の
緊
急
連
絡
先
に
お
電
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
緊
急
連
絡
先
に
連
絡
が
つ

か
な
い
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
連
絡
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
連
絡
が

つ
き
や
す
い
方
で
、
同
居
ま
た
は
近
隣
に
お
住
い
の

親
族
や
親
し
い
知
人
の
方
を
ご
登
録
い
た
だ
く
こ
と
、

ま
た
、
緊
急
連
絡
先
の
電
話
番
号
等
に
変
更
が
あ
っ

た
際
に
は
、
速
や
か
に
担
当
事
務
所
へ
変
更
を
申
し

出
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇令和３年度　４月～９月分　事故発生状況

〇高齢者にとって危険な転倒
　家の中や家の周りで、つまずいたり滑ったりして転びそうになったことはありませんか。年を重ねるにつれて転びやすくなり、骨折
などのけがをしやすくなります。特に65歳以上の高齢者は要注意です。
　高齢者にとって、転倒・転落は骨折や頭部外傷等の大けがにつながりやすく、たとえ、骨折等の症状が軽くても、若いときに比べる
と回復に時間がかかります。さらに、転倒による不安によって、活動性が低下する恐れがあり、これによりさらなる事故を招くという
悪循環につながっていきます。
　また、薬を飲んでいる方は、薬の作用・副作用によって、立ちくらみやふらつく症状が出るなどして転倒しやすい状態になっている
場合がありますので、定期的に薬の種類と量を、主治医と薬剤師に相談しましょう。
　さらに、長引くコロナ禍のために、自宅で閉じこもりがちになると、日常的な身体活動が減少して、運動機能や感覚機能が弱まり、
その結果、転倒のリスクが高まります。転倒を防ぐには、日頃から可能な限り体を動かし、身体機能の維持に努めましょう。
〇賠償事故の発生について　
　4月から9月までの賠償事故が2件ありました。いつもの事なので「大丈夫だろう」と過信は禁物です。また、草刈り機等を使用する際は、
草の中に隠れた電気等の配線の有無や、飛散する可能性のある小石等がないか周辺の安全を十分に確認すること、飛び石防止ネットを
使用し安全対策を行うなど、細心の注意を払って作業を行ってください。

事 　 故 　 状 　 況事務所種類 性別 年齢№ 仕事の内容事故発生日区分

（２）

巡回中、狭い歩道で歩行者とすれ違う際につまずき、バランスを崩し転倒し、
顔面を強打した。鼻から出血し、立ち上がることができなくなり、その様子を
見ていた通行人が消防と警察へ通報した。その後、病院へ救急搬送され、右目
の下から鼻付近を5針縫合し、全治1週間程度と診断を受けた。入院にはなら
ず治療後に帰宅した。
外回り階段を清掃作業中に、両手に箒と塵取りを持ちながら、階段を登ろうと
右足を踏み出し体重をかけたところ、右足から音がして、その場で動けなくな
った。痛みも強く、歩行も困難となったことから就業を中断し、かかりつけの
病院にて診てもらったところ、右足アキレス腱断裂と診断された。
植木の手入れのために上っていた脚立を降りる際、一番下の段から足を踏み
外して落下し尻もちをついた。そのまま自立歩行できたため、就業後に近所
の整形外科を受診して帰宅したが、数日後、全く動けない程の痛みとなり、救
急車を呼び病院へ搬送され、診察の結果、背骨圧迫骨折で全治3か月と診断さ
れ入院となった。
就業現場の治療室で片づけをしていた際、足を滑らせ、とっさに近くにあった
椅子につかまったが椅子がキャスター付きのものであったため、体勢を維持
することができず、転倒し尻もちをついた。自力で帰宅したが、徐々に腰の痛
みがひどくなっていった。その後さらに痛みがひどくなり救急搬送された。
MRI検査の結果「第二腰椎破裂骨折」と診断され入院となった。
就業後、徒歩にて帰宅途中に電車に乗るため駅のエスカレーターに乗りホーム
へ向かい、降りようとした際につまずき転倒した。右脚全体に激痛があり動け
ない状態だったため救急搬送となり、右大腿骨骨折と診断され入院となった。
草刈（機械）作業中に誤って草刈機で小石を飛ばし、敷地の駐車場に止めてあ
った車両の後部窓を破損させた。
レジ横に設置してある買い物カゴの除菌機で除菌するため、集めたカゴを移
動させている途中、除菌機付近にいたお客様に後ろから声を掛けて通り抜け
ようとしたところ、振り返ったお客様の右肘にカゴが当たり負傷させた。

中部

北部

北部

南部

北部

北部

南部

傷害①

傷害②

傷害③

傷害④

傷害⑤

賠責①

賠責②

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

就業中

就業中

70

78

75

79

73

72

79

男

男

男

女

女

男

男

1

2

3

4

5

1

2

自転車等
放置防止対策

屋外清掃作業

屋外清掃作業

軽作業
（受付、準備
など）

受付事務

除草作業

カゴ・カート
整理業務

5月1日

5月26日

6月24日

7月9日

6月26日

8月3日

8月16日

※傷害　：　南部　１件　　中部　１件　　北部　３件　　計　５件　　　損害賠償　：　南部　１件　　北部　１件　　計　２件

　前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
安
全
就
業
標
語
」
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
、
髙
橋 

國
雄 

会
員
（
北
部
事
務
所
）
を

お
迎
え
し
て
表
彰
状
の
授
与
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　ま
た
、
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
と
し
て
、
安
全
就
業
標

語
の
掲
示
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
髙
橋
会
員
の
こ
と
ば

　「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
自
分
の
標
語
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
標
語
は
、
自
分
が
現
役
時
代
に
安
全
衛
生
に
携
わ
っ

て
い
た
経
験
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の

安
全
就
業
、
事
故
防
止
に
役
立
て
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。」

◎「
安
全
就
業
標
語
」最
優
秀
賞
表
彰
式

髙橋 國雄 会員 (右）

　

除草説明会の様子（南部事務所）

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（３）

人 事 異 動

【異　動】（令和3年10月1日付け）

〇南部事務所主任 岸　 英樹
　（前職：北部事務所主任）

〇中部事務所主任 松橋 　優
　（前職：経営課主任〔事業担当〕）

〇北部事務所 衛藤 健佑
　（前職：中部事務所）

〇経営課〔事業担当〕 長尾 理成
　（前職：南部事務所）

配
分
金
振
込
口
座
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
へ

緊
急
連
絡
先
の
確
認
に
つ
い
て（
お
願
い
）

　
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
お

り
、
配
分
金
の
振
込
に
つ
い
て
は
、
川
崎
信
用
金
庫

と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
２
行
の
取
り
扱
い
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
振
込
手
数
料
が
無
料
で
し
た
が
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
、
令
和
４
年
４
月
振
込
分
か
ら
有
料
（
１
回

の
振
込
に
つ
き
66
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
４
年
４
月
以
降
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
こ
の
振
込

手
数
料
を
差
し
引
い
た
額
を
お
振
り
込
み
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
の
程
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。な
お
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

ら
川
崎
信
用
金
庫
へ
口
座
を
変
更
し
た
い
な
ど
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
担
当
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
担
当
事
務
所
ま
で

○
南
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
０

○
中
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
８
２
２
―
５
０
３
１

○
北
部
事
務
所
　
☎
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

●
除
草
作
業
説
明
会
の
開
催

　
除
草
作
業
に
就
く
こ
と
を
希
望
す
る
会
員
を
対
象
と
し

た
除
草
作
業
説
明
会
を
８
月
に
各
事
務
所
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
説
明
会
は
各
事
務
所
と
も
座
学
形
式
で
行
い
、
担
当
職

員
か
ら
班
体
制
で
実
施
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
で
の
除
草
作

業
の
現
状
や
、
受
注
か
ら
作
業
完
了
ま
で
の
流
れ
、
作
業

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
、
安
全
・
適
性
就
業
等
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
作
業
方
法
の
確
認
や
、
就
業
依
頼

書
・
見
積
書
・
就
業
報
告
書
等
、
各
種
書
類
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
会
員
は
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
で

除
草
班
へ
加
入
し
、
先
輩
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、現
場
で
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
除
草
班
に
よ
る
除
草
作
業
は
、
未
だ
に
就
業
会
員
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
草
作
業
を
希
望
す
る
方
が
入

会
し
た
場
合
に
は
、
随
時
除
草
説
明
会
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
と

共
催
で
、
除
草
作
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
基
礎
を
学

ぶ
た
め
の
除
草
講
習
会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

除
草
説
明
会
開
催
状
況

　
北
部
事
務
所
　
令
和
３
年
８
月
19
日

　
中
部
事
務
所
　
令
和
３
年
８
月
23
日

　
南
部
事
務
所
　
令
和
３
年
８
月
31
日

　
会
員
の
方
が
就
業
中
に
け
が
を
さ
れ
て
ご
家
族
等

に
連
絡
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
や
、
就
業
時
間

に
な
っ
て
も
就
業
先
に
来
ら
れ
て
お
ら
ず
、
会
員
ご

本
人
と
も
連
絡
が
と
れ
な
い
な
ど
緊
急
の
場
合
に
、

入
会
申
込
時
の
緊
急
連
絡
先
に
お
電
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
緊
急
連
絡
先
に
連
絡
が
つ

か
な
い
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
連
絡
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
連
絡
が

つ
き
や
す
い
方
で
、
同
居
ま
た
は
近
隣
に
お
住
い
の

親
族
や
親
し
い
知
人
の
方
を
ご
登
録
い
た
だ
く
こ
と
、

ま
た
、
緊
急
連
絡
先
の
電
話
番
号
等
に
変
更
が
あ
っ

た
際
に
は
、
速
や
か
に
担
当
事
務
所
へ
変
更
を
申
し

出
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



令和3年10月26日

公益財団法人
　川崎市シルバー人材センター
　　川崎市川崎区堤根34－15
　　ふれあいプラザかわさき1F
　　TEL   044－222－6886
　　FAX  044－221－8516

8484第第 号号

http://www.kawasaki-sc.or.jp/http://www.kawasaki-sc.or.jp/

中部事務所入口の「会員募集ポスター」

普及啓発促進ポスター

北部事務所入口の「のぼり旗」

全国シルバー人材センター
マスコットキャラクター
「チエブクロー」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

（１）

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎

年
10
月
を「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普

及
啓
発
促
進
月
間
」と
定
め
、全
国
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
を
中
心
と
し
て「
普
及

啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

以
下
の
内
容
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
主
な
普
及
啓
発
活
動

　
・
関
係
施
設
等
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置

　
・
老
人
福
祉
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
チ

ラ
シ
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
架

　
・
川
崎
市
高
齢
者
特
別
乗
車
証
明
書
発
送
時

の
チ
ラ
シ
同
封

　
・「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
」
へ
の
広
告
掲
載

　
・
中
部
事
務
所
入
口
に
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示

　
・
北
部
事
務
所
入
口
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置

　
・
事
務
所
内
に
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示

　
※
毎
年
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
参
加
し
て
き
た
区

民
祭
、
統
一
美
化
活
動
（
９
月
）
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響

に
よ
り
開
催
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新型コロナウイルスワクチンの
接種と感染予防について

（４）

令和3年1月号表紙作品令和2年1月号表紙作品

※厚生労働省HPから一部掲載

新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
４
年
１
月
発
行
の
「
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
第
85
号

（
新
年
号
）」
の
表
紙
写
真
及
び
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
掲

載
す
る
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
に
載
せ
る
作
品
（
会
員
さ

ん
が
撮
ら
れ
た
写
真
や
描
か
れ
た
絵
）
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
　①
氏
名
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号

　
④
L
判
又
は
２
L
判
に
印
刷
し
た
作
品

※
作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
（
コ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
１
０
０

文
字
以
内
で
）
を
添
え
て
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。

●
送
り
先  

〒
２
１
０
―
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配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月25日 ㈭

12月27日 ㈪

1月25日 ㈫

10月分から12月分の配分金支払日
は次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

　令和３年10月４日現在、新型コロナウィルス感染症ワクチン接種の状況は、全国の対象者のうち64
％が２回の接種を完了しており、60歳以上については２回接種が88％を超えています。
　川崎市においても60歳以上の対象者のうち、87％が２回目のワクチン接種を受けています。未だワ
クチン接種がお済みでない方で、今後、ワクチン接種を希望される方は、下記へお問い合わせください。

　川崎市発表の新規感染者数は、過去最高を
記録した令和３年８月20日の806人以降、減
少傾向にありますが、感染の第６波の発生も
懸念されているところです。
　ワクチン接種における発症予防効果は100
％ではありませんので、引き続き、「３つの密」
の回避、マスクの着用、石けんによる手洗い
や手指消毒用アルコールによる消毒の励行な
どをお願いします。
　また、コロナワクチンとそれ以外のワクチ
ンは、原則として、同時に接種ができないの
で、インフルエンザ等の別なワクチンの接種
を検討されている方は、事前に医師等と相談
をしてください。


